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『
時
雷
と
割
生
」
を
語
る
1

成
羽
美
術
館
贋
港
原
一
志
底

高
梁
市
成
羽
美
術
館
で

は
数
年
前
に
「
岸
田
劉
生
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
劉
生
は

日
本
近
代
絵
画
史
上
燦
然
と

輝
く
存
在
で
、
そ
の
短
い
生

涯
の
中
で
絵
画
史
に
残
る
傑

作
を
多
数
制
作
す
る
と
と
も

に
写
実
絵
画
に
独
自
の
境
地

を
聞
き
ま
し
た
。
展
覧
会
で

は
有
名
な
麗
子
像
を
は
じ
め
、

自
画
像
や
晩
年
に
描
い
た
日

本
画
な
ど
、
劉
生
の
絵
画
世

界
を
広
く
紹
介
し
て
こ
の
天

才
画
家
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

劉
生
は
岡
山
県
北
の
旭
町

(
現
美
咲
町
)
が
生
ん
だ
偉

人
岸
田
吟
香
の
四
男
で
あ
り
、

こ
の
度
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
岸

田
吟
香
記
念
館
を
訪
ね
て
沢

山
の
資
料
を
拝
見
し
、
あ
ら

た
め
で
こ
の
父
あ
っ
て
初
め

て
劉
生
あ
り
と
い
う
感
慨
を

持
っ
た
次
第
で
す
。

吟
香
は
幼
く
し
て
神
童
と

呼
ば
れ
江
戸
の
昌
平
餐
で
学

ん
だ
後
、
名
医
ヘ
ボ
ン
と
共

に
日
本
初
の
和
英
辞
典
で
あ

る
「
和
英
語
林
集
成
」
を
表
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岸田吟香を語

り継ぐ会

発足

2020年4月1日

事務局
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090ー1015-2367

成羽劃商館

高梁市が生んだ洋画家

児島虎次郎の遺徳を顕

彰するため、昭利28年
(1953)仁開館する.

高梁市成羽町下原

1068-3 

密 0866-42-4455

す
と
と
も
に
水
溶
液
目
薬

「
精
錆
水
」
を
製
造
し

一
大

皆さ九倍援有り灘ラ

岸田吟香を語り継ぐ会は、令和2年 (2

020)発足以来多くの皆さまに支えられ

今年で3年目を迎えました。

会員は現在92人、皆さまの浄財(会費)

により運営が出来ておりますこと心から

感謝申し上げます。

運営にあたっては、各地域から選出さ

れた世話人14人が、調査研究や皆さまへ

の情報提供、全国に知名度を揚げる活動

を行っています。

本年4月から東京事務所と岡山事務所

を開設し、更に運動を盛り上げていこう

と張り切っています。

・会員の状況

伶和2年 (2020)発足

令和3年 (2021)

清和4年 (2022) 現在

.会員の範囲 (2022)

美咲町内 I 30人

岡山県北地域(津山市他)I 30人

岡山県南地域(岡山市他)I 18人
岡山県外 I 14人

※岡山県外は、東京7、横浜l、栃木I、

北海道l、京都1、兵庫3人です。

・会員募集中

会員 (応援者)を募集しています。会

員の皆さん、興味がある方

をご紹介ください。会費一

人年額1000円です。応援よ

ろしくお願いします。

QRコードe

事
業
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
初
め
て
邦
字
新
聞
を
創

刊
し
た
の
も
吟
香
で
、
我
国

の
新
聞
創
始
者
と
し
て
文
化

や
福
祉
面
で
も
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。

岸
田
劉
生
の
「
劉
生
日
記
」

や
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
た

名
著
「
初
期
肉
筆
浮
世
絵
」

な
ど
、
優
れ
た
執
筆
も
吟
香

の
血
を
引
き
継
い
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

記
念
館
で
は
、
劉
生
と
共

に
弟
の
演
出
家
辰
粛
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、

吟
香
の
系
譜
を
ひ
く
関
係
者

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

灰
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
記
念
館
は
近
々
取

り
壊
し
新
し
い
施
設
に
移
設

さ
れ
る
と
の
こ
と
、
貴
重
な

資
料
が
さ
ら
に
充
実
展
示
さ

れ
岡
山
県
民
が
誇
る
べ
き
岸

田
吟
香
の
顕
彰
が
益
々
進
む

こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

津
原
一
志

露還
孤児の救済

大野唯四郎を尋ねる!

石井十次(岡山県)より早く孤

児の救済に立ち上がり、明治12年、

吟香の指導を受けながら「丹波愛

育堂供庫駒 Jを倉l殿した大野佐

四郎を尋ねる魁方会会を計1函しました。

参力蹄望者はご連絡くださし、

・日時 令和4年10月25日伏)

・集合男知]総合体郁朗自

午前河お師う発。吊18時着)

・費用 1人6，(削円(レンタ料含む)

・締切 10月11日 ωο まで

-申し込みは庫仮死ト1015-2お，7)

年
の
節
目
の
年

に
も
な
る
こ
と

か
ら
、
語
り
継

ぐ
会
で
は
以
降
三
か
年
で
各

種
事
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
第

一
弾
が
ジ
ュ
ニ
ア

用
パ
ン
フ
で
す
。
追

っ
て
ご

案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

『
や
寄
き

ω9.怯
ω出

陣
田
幡
町
宮
』

M
U
g
-
-
e
'
甑

鑓

荷

予

定

令
和
五
年
(
二
O
二
三
)

年
は
岸
田
吟
香
生
誕
一
九

O

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
語
り
継
ぐ
会
で
は
、
こ

の
年
を
記
念
し
て
事
業
を
考

え
て
い
た
と
き
、
町
内
の
小

学
校
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
き
「
ジ
ュ
ニ
ア
版
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

費
用
は
皆
さ
ん
か
ら
頂
い

た
浄
財
(
会
費
)
を
活
用
し
、

完
成
後
は
小
・
中
学
校
等
に

配
布
、
勿
論
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
も
お
届
け
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
(
一
一O

二
五
)
は
美
咲
町
合
併
二
十

周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り

ま
す
が
、
吟
香
没
後

一
二
O

時
雷
記
怠
睦
巴

現
代
画
家
居
一
廓
揖

こ
の
ほ
ど
、
岸
田
吟
香
記

念
館
(
旭
文
化
会
館
)
に
併

設
し
、
吟
香
の
末
商
で
現
代

画
家
岸
田
夏
子
氏
(
東
京
)

同
岸
田
向
氏
(
東
京
)
吟
香

の
実
弟
熊
次
郎
の
末
荷
で
布

下
満
氏
(
旧
姓
岸
田
、
総
社

市
)
の
展
示
場
を
開
設
し
ま

し
た
。
美
咲
町
教
育
委
員
会

よ
り
お
借
り
し
た
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
展
示
し
た
も
の
で
、

九
月
三
日
に
は
東
洋
大
学
文

学
部
(
東
京
)
木
村

一
教
授

ら
六
人
、
ま
た
新
聞
王
ジ
ヨ

セ
フ
・
ヒ
コ
生
誕
・
兵
庫
県

播
磨
町
か
ら
伊
田
冠
館
長
ら

一
三
人
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
展
示
場
に
は
、
孤
児

救
済
に
立
ち
上
が
り
吟
香
の

指
導
を
受
け
丹
波
愛
育
堂
を

開
設
し
た
大
野
唯
四
郎
や
私

た
ち
語
り
継
ぐ
会
の
資
料
も

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

来
場
の
際
は
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

特別展「吉備路近代文学の

七人展~生誕・没後記念J
吉備路文学館では、吟香を含む7人

展を計画しています。是非ご覧ください。

日時 11月13 日(日)-2月~日(日) 9:30-

場努岡山市北区南方3-5-35

電話086-223-7411

編
集
後
記

す
っ
き
り
し
た
秋
晴
れ
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
大
丈
夫
で
す
か
。
変
則
で
す

が
第
四
号
が
出
来
ま
し
た
の
で

お
届
け
し
ま
す
。
ご
意
見
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
本


